
業  種 鉄道・軌道 

取組分野 事故、ヒヤリ・ハット情報の収集・活用 

テ ー マ 駅構内におけるヒヤリ・ハットマップの作成 

取組の狙い 「事故のたね（ヒヤリ・ハット）」情報の効果的活用と、「事故のたね（ヒ

ヤリ・ハット）」の取組みの意義の浸透による、自発的な報告に向けた環

境作りの推進。 

具体的内容 １．駅職場における自発的な取組みとして、職員から寄せられた業務中の

「事故のたね(ヒヤリ・ハット)」情報を活用し、ヒヤリ・ハット事象の

発生状況と、本人のその時の状態・コメントを取り入れて原因を抽出し、

対策を立て、注意事項を付加え、イラスト化した駅の「ヒヤリ・ハット

マップ」を作成。（図１，２参照） 

 

２．作成した「ヒヤリ・ハットマップ」は、駅事務室内の見やすい場所に

掲示するとともに職員にも配布し、業務上の要注意作業、要注意箇所、

および発生時に職員が感じたことを共有。

▲作成された駅構内におけるヒヤリ・ハットマップ例（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

▲収集されたヒヤリ・ハットに対する原因、注意事項記載例（図２） 

 

取組の効果 １．職員から寄せられた「事故のたね(ヒヤリ・ハット)」報告から、より

安全な作業の理解に役に立つ情報を抽出し、職員にわかりやすくフィー

ドバックすることができた。 

 

２．「事故のたね(ヒヤリ・ハット)」の取組みの成果を、目に見える形で

職員に伝えることで、職場内に「同じようなことがあった」といった共

感が芽生え始めるとともに、報告するメリットが醸成されつつあり、取

組みの意義の理解を深めることができた。 

 

事業者名 東武鉄道株式会社 

（連絡先：鉄道事業部安全推進部 電話 03-5962-2295） 



 

図１：作成された駅構内におけるヒヤリ・ハットマップ例 



 
 

図２：収集されたヒヤリ・ハットに対する原因、注意事項記


